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実施校数 34(22.7%) 5（3.3%) 32（21.3%)  71（57校）
継続企画 10(29.4%） 2(40.0%) 19(59.4%) 31






























































  図1  日本文化学科・文化芸術専攻の学生による「季節のお弁当」の帯デザイン 
 






















































































         表２  発売したコラボ弁当一覧
発売期間 実施学生  弁当名 売価(円）    弁当の盛り付け図
Ⅰ期－1 2018年春 3名 ①春まごごろ弁当 550
3月～5月 Ⅰ期学生 初回 ②春の彩り弁当 550
健康栄養学類4年生
Ⅰ期－2 2018年夏 3名 
①ノンフライ弁当（鶏つ
くねとトマトソース） 550
①         ②
6月～8月 Ⅰ期学生 ２回目 ②天盛りそば 498
③チキンカツカレー弁当 550
④夏の彩り弁当 550














Ⅱ期－3 2019年春 3名 ①春の行楽弁当 580 ①         ②
3月～5月 Ⅱ期ーG1 2回目 ②中華弁当 550
③大人様ランチ 498






Ⅲ期－1 2019年秋 4名 ①和洋中弁当 550 ①          ③






























料理名 食材名 量(g) 備考 
キムチご飯 精白米   
キムチ   
目玉焼き 卵   
大根おろし 大根   
ネギ ネギ   


























商品名 会社名 ⾷材名 重量(g) 野菜重量(g) エネルギー(kcal) たんぱく質(g) 脂質(g) 炭⽔化物(g) ⾷塩相当量(g) 備考
⽩ごはん 新川屋 220 0 370 5.5 0.7 81.6 0.0
KS豚⾁と彩り野菜 キムチ ベルフレッシュ キャベツ 41 41 9 0.5 0.1 2.1 0.0
⽟葱 25 25 9 0.3 0 2.2 0.0
茄⼦ 12(2個) 12 3 0.1 0 0.6 0.0
ニラ 8.3 8.3 2 0.1 0 0.3 0.0
豚バラ 50 0 193 7.1 17.3 0.1 0.1
キムチ丼のたれ 33.3 0 49 1.3 0.1 11.2 2.6
(合計) 169.6 86.3 265 9.4 17.5 16.5 2.7
温泉⽟⼦ 店内 60(1個) 0 91 7.4 6.2 0.2 0.2
刻みねぎ ベルフレッシュ 1 1 0 0.0 0.0 0.1 0.0
合計 450.6 87.3 726 22.3 24.4 98.4 2.9
P(たんぱく質) F(脂質) C(炭⽔化物)
12.3 30.2 54.2
・キムチの⾟さで⾷欲増進
・混ぜて⾷べられる
・野菜を多く⾷べられる
PFC⽐(%)
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図４　弁当販売時に提示したPOP
第４回会議（第２回試作会）で決定した弁当の名称・特性・写真・ロゴを入れたPOPを各自作成する。
５．弁当の大学内活用
開発の経緯と具体的な弁当の詳細については、随時大学ホームページを通じて広報した。また、健康栄
養学科の学生によって開発された弁当が、大学から近い京成ストア本社に依頼・注文ができることから、
大学では、多くの行事で本弁当の利用が広まった。2018年の夏からは、オープンキャンパスで教職員・
学生スタッフに配給される弁当は、常に本コラボ弁当となっている。また、入試での一部利用、学園祭の
ゲストへの提供弁当、さらには教員や研究室の接待用として活用の範囲が広がっている。
また、オープンキャンパスでの提供を活用し、学生・職員等の喫食者に毎回アンケートを実施している。
アンケートの概要は、購入希望価格・弁当への意見・今後食べたい弁当等であり、毎回の新規開発に生か
している。
６．情報発信と各種メディアでの紹介
本コラボ事業の情報発信としては、和洋女子大学のホームページのTopicsで、毎回の弁当開発の企画の
様子から、学生の弁当POP、発売に至るまでを順次取り上げてきた。加えてこれらの企画は以下のメディ
アに紹介された。
2018年10月5日の『日経MJ』の「いち早Check」で「和洋女子大生のお弁当」が掲載された。また
2018年9月15日の『市川よみうり』には「和洋女子大の学生　京成ストアと弁当開発」として半ページ
を割いた記事が掲載された。京成グループ内では、2018年10月16日発行の『KEISEI  ONE』で、共同開
発している、京成ストアの社員が表紙を飾り、2ページにわたる「スポットライトリポート：和洋女子大
学とのコラボ弁当のできるまで」の特集記事が掲載された。また、2019年5月号の『京成らいん』裏表紙に、
京成電鉄×和洋女子大学　産学連携プロジェクトがスタート！として、国際学科の取り組みと健康栄養学
科の学生とのお弁当の共同開発が紹介された。
以上、弁当コラボという産官学連携事業は種々の情報発信を実施し、成果を得てきた。
７．今後の課題
本報告では、これまでの経緯に加え本事業の特性および大学内での活用の展開をまとめた。本連携の特
性は、小売店のみとの関係ではなく、卸業・食品製造業といった多職種連携ができる場を設けたことが重
要な点である。今後は、毎回の大学内でのお弁当アンケートに加え、購買者の購入動機調査や、製造現場
での調査の実施を行い、加えて、学生レポートからの教育効果の確認、就職を考える際への影響等の確認
たっぷりの野菜100gと
豚肉を旨辛キムチダレで
和えた、ボリューム満点
な丼ぶりです！この丼ぶ
りで暑い夏をおいしく！
健康的に！乗り切りま
しょう！
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をしていきたい。
以上の基礎資料の整備によって、今後さらに増えることが予想される、産官学連携プロジェクトが、学
生にとってより効果的に、また高い実用性を持って実施できるものと期待する。
８．謝辞
これまでの弁当コラボの企画から、現在に渡って、ご協力ご指導いただきました、京成ストア・日本ア
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す。
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